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問
現
下
の
社
会
情
勢
だ
か
ら
こ
そ
、

地
域
で
の
活
動
を
継
続
し
、
住
民
同

士
の
協
力
・
連
携
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
知
恵
を
絞
り
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
の

た
め
の
体
制
整
備
や
支
援
強
化
に
つ

い
て
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組

も
う
と
考
え
て
い
る
か
。

問
今
を
懸
命
に
生
き
る
人
々
の
生

活
環
境
を
必
ず
や
守
り
、子
や
孫
の

世
代
に
青
い
地
球
を
受
け
渡
し
て
い

く
た
め
に
も「
2
0
5
0
年
の
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
達
成
」へ
向
け
て
、

広
島
市
は
さ
ら
に
全
力
を
尽
く
し
て

い
く
旨
を
宣
言
し
て
は
ど
う
か
。

問
小
・
中
学
校
で
の
防
災
教
育
を
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
の
か
、
ま
た
「
復
興
交
流
拠

点
施
設
」
の
活
用
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
か
。

問
新
ス
タ
ジ
ア
ム
の
建
設
が
具
体

的
な
フ
ェ
ー
ズ
に
入
る
タ
イ
ミ
ン
グ

を
「
都
心
部
の
改
革
元
年
」
と
す
べ

く
、
新
年
度
に
は
相
応
の
検
討
費
を

盛
り
込
み
、
今
こ
そ
中
央
公
園
全
体

に
及
ぶ
、
夢
に
溢
れ
る
大
き
な
未
来

予
想
図
を
描
き
、
そ
の
実
現
に
着
手

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
今
後
策
定
す
る
「
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
連
携

強
化
を
含
め
た
活
性
化
の
方
向
性

を
示
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、現
在
、

町
内
会
・
自
治
会
等
実
態
調
査
の

実
施
等
を
進
め
て
い
る
。

　

地
域
団
体
の
役
割
や
取
り
組
み

状
況
、
地
域
特
性
等
を
改
め
て
把

握
・
整
理
し
た
上
で
、
今
後
の
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
や
運
営
の

あ
る
べ
き
姿
、
支
援
策
を
提
案
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

答
本
市
で
は
、
平
成
29
年
３
月
に

策
定
し
た
「
広
島
市
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
」
に
お
い
て
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
を
平
成
25
年
度

比
80
％
削
減
と
い
う
長
期
目
標
を

掲
げ
、
市
民
、
事
業
者
と
一
体
と

な
り
脱
炭
素
社
会
構
築
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
き
た
が
、
国
の
動
向

も
踏
ま
え
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
指

し
た
い
。

　

こ
の
長
期
目
標
の
変
更
に
つ
い

て
は
次
期
実
行
計
画
の
改
定
の
際

に
明
記
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答
手
引
や
副
教
材
な
ど
を
活
用
し

防
災
に
関
す
る
理
解
の
定
着
を
図

る
と
と
も
に
、
避
難
訓
練
な
ど
参

加
体
験
型
学
習
に
よ
り
実
効
性
を

高
め
、
主
体
的
に
防
災
活
動
に
取

り
組
め
る
大
人
に
な
る
よ
う
防
災

教
育
の
充
実
に
取
り
組
み
た
い
。

　

復
興
交
流
拠
点
施
設
の
活
用
は

展
示
内
容
の
詳
細
が
決
ま
っ
た
段

階
で
学
習
内
容
を
検
討
し
、
施
設

が
完
成
し
た
際
に
は
校
外
学
習
等

で
の
活
用
に
つ
い
て
校
長
会
等
で

周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

答
令
和
２
年
３
月
策
定
の
「
中
央

公
園
の
今
後
の
活
用
に
係
る
基
本

方
針
」
を
踏
ま
え
、
ス
タ
ジ
ア
ム

建
設
や
旧
市
民
球
場
跡
地
イ
ベ
ン

ト
広
場
の
整
備
等
を
進
め
て
い
る

が
、
早
急
な
対
応
を
要
す
る
中
央

公
園
内
の
公
共
施
設
の
再
配
置
や

機
能
更
新
な
ど
、
そ
の
在
り
方
に

つ
い
て
具
体
的
な
検
討
に
着
手
し

て
い
き
た
い
。

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

2
0
5
0
年
へ
向
け
た
ゼ
ロ
宣
言
を

小
・
中
学
校
で
の
防
災
教
育

「
都
心
部
の
大
再
編
」
に
着
手

川村真治

公明党

竹田康律
市政改革

ネットワーク

問
人
口
減
少
社
会
の
対
策
と
し
て
、

「
集
約
型
都
市
構
造
へ
の
転
換
」
は
、

本
市
に
お
い
て
も
重
要
で
あ
る
が
、

市
民
の
協
力
が
な
く
て
は
、
成
り
立

た
な
い
施
策
で
あ
る
。
本
市
は
、
市

民
に
ど
の
よ
う
に
周
知
を
考
え
て
い

る
の
か
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が

さ
ら
に
拡
大
し
、
休
校
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
た
と
き
、
授
業
不
足
が
生

じ
る
が
小
・
中
学
校
の
対
応
は
。

問
放
射
線
影
響
研
究
所
の
移
転
案

が
従
来
の
「
広
島
市
総
合
健
康
セ
ン

タ
ー
案
」
に
加
え
、「
広
島
大
学
霞

キ
ャ
ン
パ
ス
案
」が
公
表
さ
れ
た
が
、

本
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。
ま
た
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
の
か
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

が
病
休
や
産
休
を
取
る
際
、
代
替
職

員
の
雇
用
費
用
は
委
託
先
の
負
担
と

な
っ
て
お
り
、
委
託
料
の
見
直
し
を

す
べ
き
と
思
う
が
市
の
考
え
は
。

答
本
市
で
は
、
平
成
30
年
度
に
、

集
約
型
都
市
構
造
へ
と
転
換
す
る

た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
な
る

「
立
地
適
正
化
計
画
」を
作
成
し
た
。

作
成
後
は
、
市
広
報
紙
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
す
る
と
と
も
に
、

チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
。
ま
た
、
経

済
界
、
建
築
業
界
、
不
動
産
業
界

等
へ
の
説
明
会
も
開
催
し
た
。

　

今
後
も
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
、

同
計
画
に
つ
い
て
周
知
し
、
市
民
の

理
解
を
得
な
が
ら
、「
集
約
型
都
市

構
造
へ
の
転
換
」を
推
進
し
て
い
く
。

答
各
学
校
で
は
通
常
、
大
雨
や
台

風
な
ど
の
自
然
災
害
や
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
等
に
よ
り
、
数

日
程
度
臨
時
休
業
と
な
る
こ
と
を

想
定
し
て
年
間
の
授
業
計
画
を
立

て
て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
る
臨
時
休
業
に
つ

い
て
は
、
こ
の
中
で
対
応
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。

　

今
後
仮
に
、
臨
時
休
業
を
長
期

化
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ

た
場
合
に
は
、
１
日
あ
た
り
の
授

業
時
数
を
増
や
し

た
り
、
土
曜
日
に

授
業
を
実
施
し
た

り
す
る
な
ど
の
対

応
を
検
討
す
る
。

答
「
霞
キ
ャ
ン
パ
ス
案
」
は
同
大

学
と
の
共
同
研
究
拡
充
等
に
よ
る

被
爆
実
態
の
調
査
研
究
促
進
、「
総

合
健
康
セ
ン
タ
ー
案
」
は
広
島
原

爆
障
害
対
策
協
議
会
や
広
島
赤
十

字
・
原
爆
病
院
と
連
携
し
た
被
爆

者
の
健
康
管
理
と
医
療
面
の
調
査

研
究
向
上
等
、
そ
れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
早
急
に
方
向
性
を
決

定
し
移
転
実
現
に
向
け
引
き
続
き

強
く
要
望
す
る
。

答
職
員
の
人
件
費
等
は
委
託
先
法

人
へ
の
委
託
料
か
ら
支
払
わ
れ
て

お
り
、
代
替
職
員
の
配
置
等
に

よ
っ
て
産
休
中
職
員
の
給
与
等
の

取
り
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

　

欠
員
が
生
じ
る
場
合
、
新
規
採

用
や
配
置
転
換
等
に
よ
り
処
理
さ

れ
て
き
た
が
、
委
託
先
法
人
が
支

障
な
く
運
営
で
き
る
よ
う
、
実
態

を
把
握
し
た
上
で
他
の
委
託
業
務

と
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
し
な
が
ら

対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

人
口
減
少
社
会
、
ど
う
取
り
組
む

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

放
影
研
の
移
転
問
題

委
託
料
の
見
直
し
を
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問
住
居
は
、
一
生
に
一
度
の
買
い
物

で
す
。
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
し
て

暮
ら
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
急
傾

斜
地
対
策
は
、
土
地
所
有
者
等
の
要

望
を
待
つ
だ
け
の
「
受
け
身
」
で
な

く
、
土
砂
災
害
の
危
険
性
を
伝
え
る

な
ど
本
市
が
率
先
し
て
取
り
組
む
べ

き
だ
が
、
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

問
国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
て
コ
ロ
ナ
過
で
生
活
苦
に

陥
っ
て
い
る
市
民
を
支
援
す
る
た

め
、
上
下
水
道
料
金
の
減
免
、
売
り

上
げ
が
減
少
し
た
事
業
者
へ
一
律

5
万
円
な
ど
、
市
が
独
自
支
援
を
行

う
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

問
こ
ど
も
文
化
科
学
館
を
、
科
学
に

親
し
む
だ
け
で
な
く
、
技
術
や
広
島

の
も
の
づ
く
り
産
業
と
の
関
わ
り
を

学
び
・
体
験
で
き
る
場
に
し
、
市
立

中
央
図
書
館
と
一
体
的
に
、
広
島
市

民
の
世
界
観
が
広
が
る
よ
う
な
総
合

学
習
施
設
と
し
て
は
ど
う
か
。

問
市
は
、
見
直
し
に
よ
る
１
0
６
0

人
の
排
除
す
る
児
童
を
社
会
的
支
援

が
必
要
な
い
と
考
え
る
の
か
。
排
除

者
を
出
す
の
で
は
な
く
、
制
度
拡
充

し
、
対
象
者
を
増
や
す
べ
き
だ
と
思

う
が
、
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
議
員
の
ご
指
摘
を
踏
ま
え
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
に
、
土

砂
災
害
の
危
険
性
や
公
共
施
行
の

制
度
概
要
を
分
か
り
や
す
い
形
で

掲
載
す
る
ほ
か
、
出
前
講
座
や
個

別
相
談
に
随
時
応
じ

る
こ
と
で
、
土
地

所
有
者
等
へ

の
周
知
等
を

図
っ
て
い
く
。

答
基
本
的
に
国
お
よ
び
県
に
お
い

て
講
じ
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え

て
お
り
、
本
市
と
し
て
は
、
国
・

県
の
動
向
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
最
大
限
活

用
し
、「
共
助
」
の
精
神
に
基
づ

く
地
域
で
の
支
え
合
い
、
事
業
者

同
士
が
連
携
し
た
取
り
組
み
へ
の

支
援
な
ど
、
国
や
県
の
「
公
助
」

に
よ
る
下
支
え

の
補
完
・
補
強

に
資
す
る
よ
う

な
対
策
を
講
じ

て
い
き
た
い
。

答
令
和
２
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た

「
中
央
公
園
の
今
後
の
活
用
に
係

る
基
本
方
針
」
に
お
い
て
、「
耐

用
年
数
を
迎
え
る
公
共
施
設
を
必

要
に
応
じ
て
集
約
し
つ
つ
機
能
更

新
を
図
る
こ
と
な
ど
を
検
討
す

る
」
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
ど
も

文
化
科
学
館
に
は
、
ど
う
い
う
機

能
が
必
要
か
幅
広
い
意
見
を
聞

き
、
具
体
化
し
て
い
き
た
い
。

答
就
学
援
助
制
度
は
、
要
保
護
者

に
準
ず
る
程
度
に
困
窮
し
て
い
る

者
に
対
す
る
経
済
的
支
援
策
で
あ

り
、
今
回
の
見
直
し
は
、
当
該
制

度
を
本
来
あ
る
べ
き
姿
に
改
め
、

持
続
可
能
性
を
高
め
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
見
直
し
に
伴

い
、
援
助
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る

場
合
に
は
、
生
計
維
持
が
困
難
と

な
ら
な
い
よ
う
、
徐
々
に
支
援
を

減
ら
し
て
い
く
手
法
で
救
済
し
て

い
き
た
い
。

土
砂
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

コ
ロ
ナ
禍
で
の
独
自
支
援
を

も
の
づ
く
り
伝
承
の
拠
点
を
！

就
学
援
助
は
拡
充
せ
よ

発
言
項
目 第８回定例会・本会議

（12/8.9.10）

※紙面の都合上、１人２問以内で掲載しています。
※質問内容は、発言議員本人の提出によるものです。

◎
発
言
順
に
掲
載
。
太
字
は
下
で
紹
介

し
て
い
る
質
問
を
含
み
ま
す
。

●
海
徳
裕
志

（
自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
安
佐
南
区
）

・
平
成
26
年
８
月
豪
雨
災
害
か
ら
の
復

興
と
防
災
教
育

・
下
祇
園
駅
自
由
通
路
等
整
備
と
こ
れ

を
契
機
に
し
た
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ

く
り

・
祇
園
・
山
本
地
区
に
お
け
る
交
通
渋
滞

・
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
た
生
産
緑
地
機
能
の

発
揮

・
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
あ
り
方

●
石
橋
竜
史

（
自
民
党
・
保
守
ク
ラ
ブ
・
安
佐
南
区
）

・
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

・
縦
割
り
１
１
0
番

・
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム

●
川
村
真
治

（
公
明
党
・
東
区
）

・
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
市
行
政
の

取
組

・
社
会
保
障
費
の
削
減

・
介
護
現
場
の
効
率
化

・
放
射
線
影
響
研
究
所
の
移
転

・
冬
季
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策

●
竹
田
康
律

（
市
政
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
安
佐
南
区
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
委
託

の
在
り
方

・
玖
谷
埋
立
地
の
跡
地
利
用

一般質問

別
相
談
に
随
時
応
じ

る
こ
と
で
、
土
地

目の不自由な方に「ひろしま市議会だより」の点字版とデイジー版を発行しています。　〔申し込み、問い合わせ〕市議会事務局秘書広報室広報担当　TEL 504-2439　FAX 504-2448


